
 

 

令和 2 年度事業報告 

（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで） 

 

事業の状況 

 

【当期の概況】 

当期は、第 13 期奨学生として 20 名を採用しました。その結果、継続奨学生と合わせ

まして 43 名の奨学生に対し総額 1020 万円の助成を行いました。当期末においては、

18 名の奨学生が優秀な成績で卒業し、各々が企業への就職或いは大学院への進学と

目標のある将来へ向かって旅立ちました。奨学行事としては、新型コロナウィルス対

策特別措置法に基づく緊急事態宣言発出の為 5 月奨学生生活状況報告会は中止し奨

学生より報告書を提出して貰いました。9 月交流会は中止し代わりに推薦図書を贈呈

しました。 

 

【財務の概況】 

当期も前期同様に、保有株式の優先配当の権利を行使しました。 

 

【奨学生の採用状況】 

本会選考委員による書類審査及び選考面接の結果、当期は 20 校 20 名の奨学生を新規

採用しました。 

青山学院大学（1 名） お茶の水女子大学（1 名） 慶応義塾大学（1 名） 

北里大学（1 名）   工学院大学（1 名）    芝浦工業大学（1 名） 

成蹊大学（1 名）   創価大学（1 名）     電気通信大学（1 名） 

東京工科大学（1 名）  東京女子大学（1 名）    東京大学（1 名）  

東京都市大学（1 名）  東京都立大学（1 名）   東京理科大学（1 名）     

東洋大学（1 名）    日本大学（1 名）        法政大学（1 名） 

明治大学（1 名）       早稲田大学（1 名）     

          

 

 

 

 



【奨学生：年度別在籍数内訳】 

 

 

 


